
① VU-NETを起動し、左上メニューからFile>Newで新規プロジェクトファイルを作成します。(図1-1)
②適宜プロジェクト名を編集し、右下のFinishボタンを押します。(図1-2)
③左上のDISCOVER DEVICESのアイコンを押します。(図1-3)
④オンライン上のIK42が表示されますのでRunWizardを押します。

(図1-4)

1. VU-NETとIKアンプの同期方法
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⑤オンライン上のIK42全てとVU-NETの同期が開始されます。
Resultが全てOKとなれば同期完了です。右下のFinishを押してください(図1-5)

⑥右下のFinishを押してDeviceDiscoverを終了します。(図1-6)
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①任意のアンプアイコンの上で右クリック>Openを押します。(図2-1)
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2. IKアンプのパラメータ値の設定変更方法



②図2-2のような画面が開き、アンプ内部の設定を変更できます。
左下のタブメニューから様々なパラメータを変更することができます。
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2章にて変更したアンプの各種パラメータは、IKアンプのsnapshotという機能を使用することで、
アンプ内部のメモリへ保存、外部のPCへファイルエクスポート、エクスポートしたファイルを
別のアンプへインポートして使用することができます。以下にその手順を記述します。

図3-1

3. IKアンプのsnapshot保存 (アンプ本体メモリへのデータ保存)

①任意のアンプアイコン上で
右クリック>OpenPresetManager
を選択します。(図3-1)



図3-2

②任意のアンプアイコン上にあるSNAPSHOTSボタンを押します。(図3-2)
③左下のSaveAmpSnapshotタブが選択されていることを確認し、SnapshotName

に任意の名前を入力、黄色枠の全てのチェックボックスにチェックがついているこ
とを確認して、右下のSAVEを選択します。(図3-3)
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④手順②を再度行い、図3-4のようにAMP Snapshots
にデータが追加されていることを確認します。

このようにアンプのメモリ内に保存したスナップョット
データは、LOADボタンを押すことで、いつでも設定を
呼び出すことができます。
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4. IKアンプのsnapshotエクスポート(アンプデータの外部書き出し)

①任意のアンプアイコン上で
右クリック>OpenPresetManager
を選択します。(図3-1)



図4-2

②任意のアンプアイコン上にあるSNAPSHOTSボタンを押します。(図4-2)
③右下のExportAmpSnapshotタブが選択されていることを確認し、3章にて保存した
スナップショットデータのうちエクスポートしたいデータをLocationで選択します。
SaveAsを押してPC上のどこにファイルをエクスポートするか設定し、右下のEXPORTボタンを選択します(図4-3)

④指定した場所にファイルが作成されているか確認します。ファイルの拡張子は.iksです。
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図5-1

5. IKアンプのsnapshotインポート(外部ファイルデータをアンプへ読み込む)

①任意のアンプアイコン上で
右クリック>OpenPresetManager
を選択します。(図5-1)
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②任意のアンプアイコン上にあるSNAPSHOTSボタンを押します。(図5-2)
③下部のImportAmpSnapshotタブが選択されていることを確認し、4章にてエクスポートしたスナップショットデータを

AmpSnapshotの何番目にインポートしたいかをLocationで選択します。Openを押してインポートしたスナップショット
ファイルを選択し、IMPORTボタンでインポートします。(図5-3)
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④手順②を再度行い、図5-4のようにAMP Snapshots
にデータが追加されていることを確認します。

IKアンプのsnapshot機能については以上になります。
snapshotのデータはアンプ内部に20パターン分保存
ができます。
これを利用することで、
・複数のパターンの即時呼び出し
・あらかじめ作成/エクスポートしたスナップショット
データを他のアンプへ複製

することなどアイデア次第で様々な活用ができます。
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